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東日本大震災により被災したＪＲ各線の 

復旧に当たり財政支援を求める要望書 
 

 東日本大震災の大津波により、東北地方沿岸部の八戸線、山

田線、大船渡線、気仙沼線、石巻線、仙石線及び常磐線のＪＲ

各線は、線路や駅舎の流失など甚大な被害を受け、現在も一部

区間で運休を余儀なくされ、通勤、通学など多くの利用者に影

響を及ぼしています。鉄道の復旧が遅れることによる人の流出

を懸念する地元自治体も多く、被災地の復興のためには、生活

の足となる鉄道の早期の復旧が望まれております。 

 

 このうち、八戸線については、避難路の整備を行い、乗客の

安全を確保した上で、平成 24 年度初めからの運行再開を目指し

て工事が進められております。 

 一方、常磐線、仙石線及び石巻線については、地元市町のま

ちづくり計画に合わせて、一部ルートを内陸へ移動する案での

調整が進み、現在、東日本旅客鉄道株式会社が具体的なスケジ

ュールの検討や事業費の積算を行っているところであり、山田

線、大船渡線及び気仙沼線についても、地元自治体のまちづく

りに合わせた復旧方法についての検討が続けられております。 

 

 東日本旅客鉄道株式会社では、地元自治体のまちづくりに合

わせてルート変更や高盛土工法、高架などの復旧工法となる場

合、事業費が新線建設と同等に莫大となることから、国に対し

財政的支援を求めているところであります。沿線自治体といた

しましても、東日本大震災の甚大な被害により非常に厳しい財

政状況にあることから、国による支援がぜひとも必要であると

考えております。 

 

 つきましては、東日本旅客鉄道株式会社がまちづくりと一体

となった鉄道の復旧を行うため、鉄道路線のルート変更や髙盛

土工法などを取り入れた場合には、原状での復旧に比べて増加

する事業費について国が全額を支援するような新たな支援制度

を創設されますよう、格別な御配慮をお願い申し上げます。 





平成２３年１２月１日現在

東北３県（岩手県・宮城県・福島県）におけるJR路線の運転見合わせ状況
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八戸線
運休区間：種市～久慈間

運休距離：３０．７ｋｍ

※２４年度当初の運行再開を目指す

山田線
運休区間：宮古～釜石間

運休距離：５５．４ｋｍ

大船渡線
運休区間：気仙沼～盛間

運休距離：４３．７ｋｍ

気仙沼線
運休区間：柳津～気仙沼間

運休距離：５５．３ｋｍ

石巻線
運休区間：石巻～女川間

運休距離：１７．０ｋｍ

※石巻～渡波間は年度内再開見込

仙石線
運休区間：高城町～矢本間

運休距離：１５．９ｋｍ

※陸前小野～矢本間は年度内運行再開見込

常磐線
運休区間：広野～亘理間

運休距離：１０２．２ｋｍ

※原ノ町～相馬間は１２月下旬運行再開見込






